家庭教師に関する契約書―イー・ティーチャーズ

　　　                  家庭教師に関する契約書

家庭教師を受ける者の保護者　　　　　（以下甲という）と　家庭教師をする学生　　　　　（以下乙という）との間において次のとおり契約を締結した。

１．乙は甲との間で、下記条件にて甲の子　　　　　　（以下生徒という）に対し学習指導（以下 授業という）を行う。

　　①　契約期間　平成　　年　　月　　日から１年　　　　　　　　　　　　　（＊注1）
②　教科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊注2）　

③　時給　　　金 　　　　　円

④　契約回数　週 1回　　（月4回を原則）

⑤　契約時間　　　曜日　午後　　　時より2時間（休憩を含まない）

⑥　授業場所　甲の自宅
　　⑦　交通費　　1往復　金　　　　　円

　　⑧　教材　　　市販用書籍等を使用する場合、教師指導用及び生徒用教材の費用実費は、甲が負担する。尚、乙が教材を選択し甲の承諾の下に用意する。（＊注3）
⑨　月謝（授業料）及び交通費支払時期

　　　　　その月の最終授業の際に甲から直接手渡しにて支払う。　　　 （＊注4）

２．甲乙どちらかの都合で授業がキャンセルとなった場合、キャンセルとなった授業を他　　の日に振替え、契約内容を満たす事を基本とする。

但し、振替えが不可能であり、かつ甲側の一方的な都合によるキャンセルの場合、その回の授業料を甲は支払う。

３．乙の帰省その他の為授業を休む必要が生じた場合は、事前に協議して対処する。

４．曜日、1週間の授業回数の変更などは、相手の了承が得られれば実施できる。

５．契約の解除は、1ヶ月前に甲又は乙から申し出ることによって行うことができる。
６．甲は、既に行われた授業料とは別に、1ヶ月の月謝分の対価を支払う事により直ちに契約を終了させることができる。

但し、乙の無断欠勤や遅刻が度重なる場合等、甲の解除に正当な事由がある場合は、対価なく直ちに解除できるものとする。

７．初回（体験授業を除く）の授業より２ヶ月間は試用期間とし、甲は無条件で直ちに契約を解除できるものとする。授業料の未清算がある場合は精算をする。  　　　　　　(＊注5)
８．契約期間は自動継続するも、授業料の増減は、生徒の学習の習熟具合等により、毎年　　

月に甲乙協議の上決定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（＊注6）
９．本契約書に定めのない事項、契約に不明な個所が出てくれば、各自誠意をもって協議する。

上記に関して甲乙は合意し、署名捺印の上、各自１通を所持する。

　　　　　　

平成　　　年 　　 月 　　 日

            住所    　

            　保護者

                （甲）　　　　

            住所     　

                （乙）

＊この契約書では、週1回で授業時間2時間の標準的なタイプで書いてあります。

　各家庭の実状に合わせ、空欄個所を埋めて仕上げてください。

（注1）　契約期間は、各家庭によって違いますが、

「平成　　年　　月　　日から平成　　年の大学（高校）受験の時迄」

「平成　　年　　月　　日から平成　　年　　月　　日迄」

「平成　　年　　月　　日から1年」

のように入れます。

（注2）　授業を受ける教科を入れます。

（注3）　テキストとして市販教材を使用する場合の条件を入れました。

家庭教師としては、教師用の教材も購入とは言いにくいらしいので入れました。

つまり、同一テキストを2冊用意してもいいというような意味です。

高額になってもまずいでしょうから、甲の承認という事項を入れています。

（注4）　月謝及び交通費は、甲乙協議で、月末一括払いもあるでしょうし、毎回精算とい

う事もあるでしょう。

手渡しが多いでしょうが、振込という事もあるかもしれません。

（注5）　初回授業から２ヶ月間に限り、甲からの無条件解約ができる条項を入れました。

（注6）　長期の場合、同一条件でもいいでしょうが、申入れにより増減の幅を持たせました。

　　　　　「契約期間満了の場合は自動継続する」とだけ入れる事もできます。

　　　　　短期及び不要の場合は、削除してください。

